
競 技 上 の 注 意  

審判長 大岡 宏治  

1. 適用ルールについて  

 ①この大会は、現行のラージボール卓球ルール第 3 章「競技大会ルール」令和 4(2022)年 4 月 1 日

改定を適用して実施します。  

 ②全種目の 1 マッチは 3 ゲームで構成され、マッチの勝敗は 2 ゲームを先取した競技者又は組を勝

ちとします。  

2. ボール、ラケット、ラバーについて  

 ①ボールは、公益財団法人日本卓球協会公認のプラスチック製ラージボールを使用します。 競技者  

または組は「ボール選択所」にて 2 球選んでコートへ入場し主審に渡します。  

選択しない場合は、主審の所持球を使用します。 

選択球のメーカーが違う場合は試合開始前にトス(拳)で決定します。  

 ②ラケットの打球面には、表ソフトのサンドイッチラバーが握りの部分を除いてラケット全面に  

貼られていなければ使用できません。粒高ラバー、一枚ラバーは使用できません。  

 ③外国製ラケットで JTTAA の刻印のない物を使用する場合、試合前に審判長の使用許可を受けて  

ください。  

 3. サービスについて  

 特に次の 2 点をご注意ください。  

 ①サーバーはフリーハンドの手のひらを開き、自由に転がる状態でボールをのせ、2〜3 秒静止させ  

てからサービスを開始してください。ただし遅延行為にならない様に注意してください。  

 ②サーバーは、ボールを 16cm 以上ほぼ垂直に投げ上げ、落下する途中を打つものとします。  

4. 促進ルールについて  

 ①ゲーム開始後 8 分経過した場合、あるいはその以前に双方から要請があった場合は、その時点か  

ら促進ルールが適用されます。ただし、8 分経過した時点で、双方のポイントスコアの合計が少 

なくとも 18 ポイントに達した場合、そのゲー厶に対しての促進ルールは適用されません。  

 ②一旦促進ルールが適用されると、そのマッチが終了するまで促進ルールが適用されます。  

5. 競技用の服装について 

 ①公益財団法人日本卓球協会が公認したブランドの半袖シャツ及びショーツ又はスカートのみを  

着用してください。定められた以外の服装で競技することはできません。  

 ②主たる色、柄については、使用するボールの色と明らかに違う色でなければなりません。疑義が 

生じた場合は試合開始前に審判長にお尋ねください。審判長の判断が最終結論となります。  

 ③ダブルスペアの服装の組合せは、なるべく揃えるようにしてください。  

 

 

 



6. バッドマナーについて 

 ①競技者(組)またはアドバイザーの行為で相手競技者に対して不当な影響を与え、ゲームの評判を  

落とすような癖や態度(大声で叫び汚い言葉を遣う、故意にボールを蹴る、無断でのラケット交換、 

競技役員の指示を無視するなど)がバッドマナーに含まれ、相手へのポイント、退場、失格などの  

ペナルテイが課せられます。  

 ②「スロープレー」はバッドマナーと判断されます。  

ポイントが決定した後は、速やかに次のサービス又はレシーブの体勢を取り、競技のスピード  

アップを図ってください。  

 ③試合開始に遅れる、事情もなく相手選手を待たせることはバッドマナーと判断されることがあり 

ます。プログラムや進行状況を確認して、試合開始予定時刻の 5 分前には競技領域前で待機して  

ください。  

7. アドバイスについて  

 ①アドバイスは、試合開始前に主審に届けられた 1 人だけから受けることができます。  

②アドバイザーは、競技者と共にベンチに入ってください。  

8. 練習及び休憩時間について  

 ①練習専用コートは、サブアリーナに 10 台設置します。譲り合って使用してください。  

 ②マッチ開始前の練習時間及びゲームとゲームの間の休憩時間は、1 分以内とします。時間超過と  

ならないようにご注意ください。  

9. 審判について  

 審判は、第 1 ステージから決勝まで全ての試合について滋賀県卓球協会が執り行います。  

10.その他 

 ①「報道者」と許可された者以外は、フロアー内での撮影ができません。当人がビデオ撮影する  

場合は、競技領域外の通路で一人 1 台まで認めます。  

 ②フロアー内での携帯電話は、使用禁止です。電源を切るかマナーモードに設定してください。  

 ③進行の都合で、予定コートや開始時刻を変更することがあるので、放送や掲示板に注意してくだ 

さい。（タイムテーブルの最大１０分前より試合を行う場合があるので注意すること）  


